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審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

◆
七
飯
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

　

総
務
財
政
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重

を
期
す
た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆
七
飯
町
議
会
議
員
及
び
七
飯
町
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
る

公
費
負
担
限
度
額
の
改
正
。　
　
　

 

〔
公
布
の
日
か
ら
施
行
〕

◆
七
飯
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改

正 

　

民
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重

を
期
す
た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

　
◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
額
：
４
億
５
千
２
百
643
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
、
各
公
共
施
設
照
明
設
備
改
修
工
事
等
に

伴
う
補
正 

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
補
正
額
：
４
千
832
千
円

　

国
庫
支
出
金
の
前
年
度
清
算
返
還
分
等
に

伴
う
補
正

◆
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　
補
正
額
：
２
百
223
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
に
伴

う
補
正

◆
七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（

第
２
号
）

　
補
正
額
：
４
千
３
百
138
千
円

　

基
金
へ
の
積
立
金
及
び
令
和
３
年
度
介
護

給
付
費
負
担
金
等
清
算
に
係
る
返
還
金
の
増

額
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　
補
正
額
：
５
百
632
千
円

　

藤
城
第
３
水
源
取
水
ポ
ン
プ
故
障
及
び
地

上
権
設
定
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）　
補
正
額
：
増
減
な
し

　

下
水
道
使
用
料
改
定
に
よ
り
、
営
業
収
益

を
２
千
万
円
増
額
、
営
業
外
収
益
を
２
千
万

円
減
額
す
る
こ
と
に
伴
う
補
正

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
七
飯
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
）

　
補
正
額
：
７
千
７
百
756
千
円

　

令
和
４
年
８
月
８
日
発
生
の
集
中
豪
雨
被

害
の
災
害
復
旧
に
伴
う
補
正

◆
議
会
運
営
委
員
の
選
任

 

１
名
欠
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
上
野

議
員
を
選
任

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て 

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
・
伊
藤

利
一
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
の
再
任

に
同
意 

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

教
育
委
員
会
委
員
・
加
屋
本
旬
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
同
氏
の
再
任
に
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
・
大
村
ま
ゆ
み
氏
、
青
山

正
行
氏
、
菊
地
浩
氏
３
名
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
３
名
を
候
補
者
と
し
て
推
薦

◆
令
和
３
年
度
七
飯
町
健
全
化
判
断
比
率 

　

実
質
公
債
費
比
率
は
9.8
％
で
前
年
比
1.4
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
改
善
し
て
い
る
。
早
期
健
全

化
基
準
の
25
．０
％
と
比
較
し
て
も
こ
れ
を

下
回
っ
て
い
る
。

　

将
来
負
担
比
率
は
35
．６
％
で
前
年
比
29
．

８
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
改
善
し
て
い
る
。
早
期

健
全
化
基
準
の
350
．０
％
と
比
較
し
て
も
こ

れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤

字
比
率
は
黒
字
の
た
め
算
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

◆
令
和
３
年
度
七
飯
町
土
地
造
成
事
業
資
金

不
足
比
率

◆
令
和
３
年
度
七
飯
町
水
道
事
業
資
金
不
足

比
率

◆
令
和
３
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
資
金
不

足
比
率

　

土
地
造
成
事
業
、
水
道
事
業
、
下
水
道
事 

業
は
、
い
ず
れ
も
資
金
不
足
が
生
じ
て
い
な 

い
な
い
た
め
算
定
さ
れ
ず
、
前
年
度
に
引
き 

続
き
良
好
な
状
態
に
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
及

び
公
営
企
業
会
計
決
算
は
、
令
和
３
年
度
決

算
審
査
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審

査
結
果
が
定
例
会
最
終
日
に
報
告
さ
れ
た
。

委
員
会
か
ら
は
、
全
会
計
認
定
と
報
告
さ
れ
、

本
会
議
の
採
決
に
お
い
て
も
、
一
般
会
計
は

賛
成
多
数
で
認
定
、
各
特
別
会
計
及
び
企
業

会
計
は
全
員
一
致
で
認
定
と
な
っ
た
。 

◆
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　

大
中
山
小
学
校
建
築
工
事
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
設
置
を
求
め
る
決
議
が
提
出
さ

れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
た
。

◆
次
の
３
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書

◎
地
方
の
農
地
の
保
全
と
活
用
の
た
め
の
支

援
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◎
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担

率
1/2
へ
の
復
元
、
教
育
予
算
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

◆
次
の
１
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
否
決 

◎
憲
法
違
反
の
国
葬
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書
◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　
補
正
額
：
１
千
８
百
228
千
円

 

税
務
総
務
費
、
対
外
競
技
参
加
費
、
校
舎

等
営
繕
費
等
に
つ
い
て
補
正

条  

例  

制  

定

決
　
　
　
算

そ
　
の
　
他

人
　
　
　
事

報
　
　
　
告

諮
　
　
　
問

発
議
案（
決
　
議
）

発
議
案（
意
見
書
）

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会
（
７
月
28
日
）

条  

例  

改  

正

補  

正  

予  

算
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審議結果

令和４年１１月
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219
令和元年
第2回定例会

　令和４年第３回定例会は、９月６日に招集され、会
期を２２日までの１７日間として開催されました。令
和４年度一般会計、各特別会計、企業会計の補正予算
をはじめ、議案９件、同意２件、承認１件、諮問３
件、報告４件、認定７件を審議しました。
　また、令和３年度一般会計の決算は賛成多数で認
定、各特別会計、企業会計は全員一致で認定となりま

した。一般質問では５人の議員が質問に立
ち、町政に対する理事者の考えを質しまし
た。議員提出議案として、特別委員会設置に
関する決議１件、国、関係機関へ要請する意
見書４件を審議し、意見書３件を原案のとお
り可決、特別委員会設置に関する決議及び意
見書１件が否決されました。

令和4年
第3回定例会

区分 結果

同　意

承　認
条例制定

条例改正

補正予算

諮　問

報　告

決　算

決　議

意見書

番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査・その他

議
　
　
　
　
　
案

同意
同意
承認
付託
◎
付託
◎
◎
◎
◎
◎
◎
可
可
可
報告済
報告済
報告済
報告済
○
◎
◎
◎
◎
◎
◎
●
◎
◎
◎
●
選任
報告済
承認
許可
承認

固定資産評価審査委員会委員の選任について
教育委員会委員の任命について
専決処分の承認を求めることについて
七飯町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
七飯町議会議員及び七飯町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について
七飯町学童保育クラブ条例の一部改正について
令和４年度七飯町一般会計補正予算（第７号）
令和４年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和４年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度七飯町水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度七飯町下水道事業会計補正予算（第２号）
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
令和３年度七飯町健全化判断比率について
令和３年度七飯町土地造成事業資金不足比率について
令和３年度七飯町水道事業資金不足比率について
令和３年度七飯町下水道事業資金不足比率について
令和３年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について
令和３年度七飯町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度七飯町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度七飯町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度七飯町土地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について
令和３年度七飯町水道事業会計決算認定について
令和３年度七飯町下水道事業会計決算認定について
特別委員会設置に関する決議（大中山小学校建築工事に関する調査特別委員会）
国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書
地方の農地の保全と活用のための支援拡充を求める意見書
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書
憲法違反の国葬の中止を求める意見書
議会運営委員の選任
出納検査報告
議員の派遣について
閉会中の継続調査の申し出について
閉会中の委員会活動の承認について

総務財政常任委員会へ付託

民生文教常任委員会へ付託

その他

令和３年度
決算審査特別委員会へ
付託・報告

同意第２号
同意第３号
承認第５号
議案第47号
議案第48号
議案第49号
議案第50号
議案第51号
議案第52号
議案第53号
議案第54号
議案第55号
諮問第１号
諮問第２号
諮問第３号
報告第６号
報告第７号
報告第８号
報告第９号
認定第１号
認定第２号
認定第３号
認定第４号
認定第５号
認定第６号
認定第７号
発議案第13号
発議案第14号
発議案第15号
発議案第16号
発議案第17号

令和３年度決算一般会計は賛成多数で認定
各特別会計、企業会計は全員一致で認定

◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

第3回定例会
審議結果
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定例会・臨時会出席状況一覧表 ※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引
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「議会だより」へのご意見、ご要望のある方は、下記までご意見をお寄せください。
　◆送付先　七飯町本町6丁目1－1　七飯町議会あて
　◆ＦＡＸ　0138－65－2610　　　◆メール　gikai＠town.nanae.hokkaido.jp

議会だより
へのご意見

次回定例会の開会日 令和4年12月6日（火）午前10時から

一 般 質 問

質
問
議
員  　
人　
質
問
項
目  　
問

５

17 質問項目は
こちら

問

質 般

一
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
？江

口　
勝
幸　
議
員

七
飯
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び

 

　
町
民
プ
ー
ル
の
改
築
に
つ
い
て

Q
老
朽
化
が
進
ん
だ
両
施
設
の
改
築
及
び
新

体
育
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
今
現
在
の
進

行
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
両
施
設
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
第
５
次
七

飯
町
総
合
計
画
の
後
期
計
画
に
基
づ
き
令
和

７
年
度
迄
に
着
手
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

新
体
育
館
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
て
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
へ

の
意
見
書
や
要
望
を
把
握
す
る
た
め
に
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
や
各
競
技
団
体
に

対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
令
和
５

年
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
、
結

果
が
出
し
だ
い
報
告
を
考
え

て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問　
他
１
問

動画で確認

平
松　
俊
一　
議
員

大
中
山
小
学
校
の
暖
房
費
に
つ
い
て

Q
小
学
校
の
改
築
基
本
計
画
で
は
光
熱
費
の

縮
減
を
謳
っ
て
い
た
が
、
旧
校
舎
と
比
べ
倍

以
上
の
支
払
い
が
２
年
に
渡
っ
て
続
き
、
質

問
し
て
も
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た

事
は
大
き
な
責
任
問
題
で
は
な
い
か
。
設
定

温
度
を
下
げ
る
対
応
策
は
子
供
達
が
可
哀
想

で
あ
り
今
後
の
対
策
は
無
い
の
か
。

A
旧
校
舎
と
の
比
較
で
は
、
ト
イ
レ
等
に
暖

房
を
設
置
し
、
快
適
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と

も
一
因
。
暖
房
費
を
調
査
し
た
結
果
、
設
計

値
の
1.24
倍
程
度
と
な
り
、
今
後
も
節
減
に
努

め
て
い
く
。
説
明
が
遅
れ
た
こ
と
は
反
省
す

べ
き
点
で
あ
る
。 

そ
の
他
の
質
問
「
七
飯
町
の

食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、

物
価
対
策
」
な
ど
他
２
問 田

村　
敏
郎　
議
員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
と
対
策
は

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
年
齢
に
見
合
っ
た
手

伝
い
の
範
囲
を
超
え
、
大
人
が
担
う
べ
き
家

事
や
家
族
の
世
話
を
日
常
的
に
し
て
い
る
子

ど
も
を
指
し
、
学
業
、
友
人
関
係
や
健
康
状

態
に
影
響
が
及
ぶ
の
で
、
次
の
点
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

①
実
態
を
把
握
し
て
い
る
の
か

②
支
援
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か 

A
町
立
学
校
で
は
八
月
現
在
で
確
認
で
き
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た

場
合
、
学
業
へ
の
支
障
や
不
登
校
に
つ
な
が

る
こ
と
の
な
い
よ
う
早
め
に
ケ
ア
や
支
援
を

行
い
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
「
空
き
地
の

環
境
保
全
に
つ
い
て
」
ほ
か 

動画で確認 動画で確認

上
野　
武
彦　
議
員

空
き
家
対
策
と
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

Q
空
き
家
や
特
定
空
き
家
が
増
加
し
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
き
た
。
空
き
家
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み

の
状
況
は
。
ま
た
、
こ
う
し
た
空
き
家
を
改

修
し
、
町
の
活
性
化
や
移
住
居
住
対
策
に
活

用
で
き
な
い
か
。

A
空
き
家
は
497
戸
か
ら
454
戸
へ
、
特
定
空
き

家
候
補
は
64
戸
か
ら
49
戸
へ
減
少
。
今
年
度

実
施
す
る
宿
泊
施
設
を
使
っ
た
移
住
体
験
事

業
の
利
用
状
況
を
見
て
、
今
後
空
き
家
を
使

っ
た
移
住
、
定
住
の
対
策
を
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
保
険
料
軽
減
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
７
波
に
つ
い
て
、

七
飯
町
で
の
感
染
状
況
と

対
応
に
つ
い
て
」

若
山　
雅
行　
議
員

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て 

Q
図
書
館
建
設
の
財
源
と
し
て
広
く
町
民
か

ら
寄
附
を
募
る
こ
と
は
検
討
で
き
な
い
か
。

A
建
設
計
画
の
内
容
等
が
具
体
的
に
な
っ
た

段
階
で
寄
附
等
も
含
め
た
財
源
確
保
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
今
般
の
物
価
対
策
と
し
て
「
福
祉
灯
油
等

」
の
助
成
額
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
道
の
補
助
事
業
を
活
用
し
福
祉
灯
油
の
助

成
対
象
世
帯
等
に
一
世
帯
当
り
１
万
２
千
円

を
給
付
す
る
補
正
予
算
を
今
議
会
に
計
上
済
。

今
年
度
の
助
成
額
は
現
行
通
り
と
す
る
。 

そ
の
他
の
質
問
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

等
に
つ
い
て
」
「
『
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

』
構
想
に
つ
い
て
」
「
『

指
定
管
理
者
制
度
』
の
運

用
状
況
等
に
つ
い
て
」  

動画で確認 動画で確認
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特別委員会の活動報告
令和３年度決算審査特別委員会：認定第１号令和３年度七飯町一般会計歳入歳出決算認定について　ほか認定６件

令和３年度一般会計、各特別会計、公営企業会計の決算を審査

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

　令和３年度決算審査特別委員会に付託された令和３年度一般会計、各特別会計、公営企業会計の決算審査のため、９月８
日から９日、１２日から１４日、１６日、２０日の７日間委員会を開催した。町長から提出された決算書及び決算に関する
関係書類、証書類のほか、当委員会が要求した資料等をもとに、町長、副町長、教育長、担当課長、センター長、局長の出
席を求め、審査を行った｡  
　また、９月１６日には、町長への総括質疑を行い、６項目の質疑を実施した。 
〔町長への総括質疑の主な内容〕
　●小さな流用が多く、事務的なミスが多かったがそれに対する考えは。
　⇒小さな流用が多かったことは反省すべき点であり、これまで以上に担当課長、担当係長の二重チェック機能を徹底する。
　●道の駅の公募案件に納付金まで記載する必要があるのか。企業努力によって利益を出しているのにも関わらず、町が納
付させるというのはおかしくないか。

　⇒令和４年度から納付額を指定管理者に提案してもらい、選定の際の評価指標とするよう公募要領の規定の見直しを行っ
た。

　●企業版ふるさと納税について、町の事業の落札業者が寄附していることについての考えは。
　⇒地域再生法施行規則など関係法令を遵守し、職員倫理・コンプライアンスの徹底に努める。
　●町有地の売却時には必ず公募するようにすべきではないか。
　⇒公募による一般競争入札により売り払いをすることを原則としている。
　●アップル温泉のポンプについて、利用負担の考え方を変えるべきではないか。
　⇒ポンプを利用する３施設にて、「温泉泉源ポンプ電気料負担割合に関する協定」を平成２６年４月１日に締結している。
　●安全衛生委員会について、産業医を参加させるべきではないか。
　⇒現在、委員として指名していないが、職場環境をより良いものにする上で重要な事であり、ご協力いただけるよう努め 
る。

　総括質疑後に採決を行った結果、一般会計は賛成多数で認定、各特別会計及び企業会計は全員一致で認定する
ことに決定。

議会報告会の開催報告
◆開催日時・場所
　令和４年８月１日１３時３０分～
　七飯町文化センタースターホール
◆各委員会活動報告
１．議会運営委員会
　川上弘一委員長より、七飯町議会の概要に基づき、議会
の構成等の説明をしました。また、令和３年度中に議会運
営委員会で提出した条例改正等について説明をしました。
２．総務財政常任委員会
　池田誠悦委員長より、令和３年度に行なわれた所管事務
調査の２件についての報告書を説明しました。
　①固定資産税に係る課税の現状について
　②防災行政無線整備等事業について
３．民生文教常任委員会
　坂本繁委員長より、令和３年度に行なわれた所管事務調
査の４件についての報告書を説明しました。
　①町内小中学校における登下校時の安全確保について
　②新型コロナウイルスワクチン接種事業について
　③各学校における新型コロナウイルス感染症対策につい
て

　④一般廃棄物処理の現状について
４．経済産業常任委員会
　畑中静一委員長より、令和３年度に行なわれた所管事務
調査の２件についての報告書を説明しました。

　①ふるさと納税について
　②令和３年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金事業による経済対策の進捗状況について

５．令和４年度予算審査特別委員会
　池田誠悦委員長より、令和４年度政策編成後予算の概要
について説明しました。また、令和４年度予算審査特別委
員会報告書を説明しました。
６．議会運営委員会
　川上弘一委員長より、議員定数・議員報酬についての説
明をしました。
　①議会活性化特別委員会中間報告書
　②七飯町特別職等報酬審議会資料
　③七飯町特別職等報酬審議会からの答申
７．広報広聴特別委員会
　長谷川委員長より、ＹｏｕＴｕｂｅ動画配信と議会だよ
りについての説明をしました。


